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小中連携教育、小中一貫教育が進められてきた背景

• 近年の教育内容の量的・質的充実への対応

• 児童生徒の発達の早期化等に関わる現象

• 中学校進学時の不登校、いじめ等の急増など、「中１
ギャップ」への対応
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小・中学校が互いに情報交換や交流を行うことを通じて、小
学校教育から中学校教育への円滑な接続をめざす様々な教育

子供の発達や学習者の意欲・能力等に応じた柔軟かつ効果的な教育システムの構築につい
て（平成26年12月22日中央教育審議会答申）より抜粋

・小・中学校の両免許取得の推奨
・教職員の年齢が若い段階で異校種において勤務する経験

そのためには

具体的には



小中連携コーディネータに求められる資質

• 複数の学校種・教科等にわたる幅広い理解に
基づいた総合的な指導力を持った人材

• 教育DX（Digital Transformation）は、教員
がオンライン技術を活用して、学びのあり方
やカリキュラムを革新し、同時に、業務や組
織、プロセス、学校文化の変革など、時代の
変化に対応した教育ができる人材
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中学校で勤務している教員に
占める小学校教諭の免許を併有している者の割合

岐阜県

沖縄県

文部科学省 令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について関係資料（１）より
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令和の日本型学校教育の構築

文部科学省 令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について関係資料（１）より
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現職教員が隣接校種の免許状取得に必要な要件

文部科学省 令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について関係資料（１）より
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これからの新たな学びの創造

文部科学省 令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について関係資料（１）より
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令和の日本型学校教育の構築

文部科学省 令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について関係資料（１）より



9

令和の日本型学校教育の構築

文部科学省 令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について関係資料（１）より



① 自律的なオンライン講習のカリキュラムデザインと教えない
で学べる学習環境の設計

講習の目的は「教えること」ではなく、学習者が「自ら学ぶ」ことを手助けし、学
習者に「行動変容」が起こることである。「教えない」講習が主体的な学び手を前
提として、よりフレキシブルな学習環境を提供すると共に、本講習の対象者であ
る大人の学習であるアンドラゴジーの原則を踏まえるカリキュラムとする。

② 教育データの利活用と新たな学習指導の開発

GIGA スクール構想により、児童生徒１人１台端末環境の実現が進む中、全て
の子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現して
いくため、教育データの効果的な利活用を促進することが必要である。
そのために、データサイエンスやこれまでの教育実践の 「経験知」 の可視化等、
教師の経験知と科学的視点のベストミックスした新たな学習指導について考える。

③ 学習環境としての教育リソースの整備

教員自身が時代や社会、環境の変化を的確につかみ取り、その時々の状況
に応じた適切な教育の提供を行うためには、教員が自ら課題を持って、主体的
に講座に参加する体制の確立が必要である。
そのためにも教育実践に関する調査研究や教育資料をデジタルアーカイブ化
することにより、教育リソース（デジタル化された教育資料）を縦横に使いこなし、
“新たな学びの空間”を創造するための知識やツールを提供する。

◆ 社会的背景
教員には、学校段階間の接続を見通した常に義務教育９年間全体を
俯瞰する視点を持ちつつ指導する力や、教科横断的な視点で学習内
容を組み立てる力など、複数の学校種・教科等にわたる幅広い理解に
基づいた総合的な指導力を教職生涯において身に付けることが、より
一層期待されている。
また、教育DX（Digital Transformation）は、教員がオンライン技術を活
用して、学びのあり方やカリキュラムを革新し、同時に、業務や組織、プ
ロセス、学校文化の変革など、時代の変化に対応した教育ができる人
材が求められている。

令和４年度 現職教員の新たな免許状取得を促進する講習等開発事業
～ 自律的なオンライン講習のカリキュラムデザインと教えないで学べる学習環境の設計 ～

◆ 本事業の目的
教員自身が時代や社会、環境の変化を的確につかみ取り、その時々の状況に応じた適切な教育の提供を行うため

に、教員が自ら課題を持って、主体的に講習に参加し、複数の学校種・教科等にわたる幅広い理解に基づいた総合
的な指導力を向上させることができるカリキュラムの開発を目指す。
具体的には、受講者のニーズに応じて柔軟に講習内容を組み合わせたり、自律的に学ぶことができるオンライン講
習を取り入れたりするなど、教員が主体的に学ぶことができる学習環境を考える。
本事業では、教員の資質能力向上を目指す教育データの利活用と新たな学習指導を研究し、自律的なオンライン
講習のカリキュラムデザインと教えないで学べる新たな学習環境を開発する。

岐阜女子大学

課 題

○小中連携コーディネータの養成の養成カリキュラムの開発
○ 複数の学校種・教科等にわたる幅広い理解に基づいた総合的な指導力
の構造化

○ 教員不足へのアクションとしての有用性の検証

令和４年度 文部科学省委託事業 「現職教員の新たな免許状取得を促進する講習等開発事業」 岐阜女子大学

現職教員の新たな免許状取得を促進する講習等開発事業

◆具体的な取り組み方法
・自律的なオンライン講習のカリキュラムデザインと教えないで学べる新たな学習環境の設計
・教育データの利活用と新たな学習指導の開発
・学習環境としての教育リソースの整備

複数の学校種・教科等にわ
たる幅広い理解に基づいた

総合的な指導力

自律的なオンライン講習のカリキュラムデザインと教えないで学べる学習環境の設計

創造社会の学びに対応した
新しい教員の資質能力

教育データの利活用

教育の方法と技術
（ハイブリット型授業の研究）

教育リソースの整備

小中連携コーディネータの養成

教えないで学べる講座設計

学習目標の分析とデザイン
（目標明確化の3原則）

学習科学による
教員の専門性向上の講座設計

自律的なオンライン講習

評価検討委員会

新たな学習指導の在り方
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小中連携コーディネータに求められる資質能力

キャリアステージに対
応した教員の資質能力

教科横断的な
視点で学習内
容を組み立てる

力

義務教育９年間全体
を俯瞰する視点を持
ちつつ指導する力

インストラク
ショナルデザ
イン指導力

複数の学校種・教科等にわたる幅広い理解に基づいた総合的な指導力を持った人材
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小中連携コーディネータに求められる資質能力（１）

キャリアステージに対応した教員の資質能力

学 習 指 導

授業構想

授業実践

評価改善

生徒指導

生徒理解

生徒指導

キャリア教育

経営・分掌

学年・学校経営

連携・協働

危機管理

特別な配慮や支援を必要とする生徒への対応

ICTや情報・教育データの利活用

参考：岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標 改訂版【中学
校】における 【基礎形成期】並びに【資質向上期】（令和3年10月）
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小中連携コーディネータに求められる資質能力（１）

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標 【中学校・資質向上期】

資質・能力カテゴリー 小中連携コーディネータに求められる資質能力

学 習 指 導

授業構想
(1)学習指導要領の目標や内容、評価の観点等を踏まえ、ねらいを明確にした指導計画を作成することができる。
(2)小・中学校９年間の系統性、生徒の実態を踏まえて指導計画を作成することができる。

授業実践
(1)教科の指導内容を適切に理解し、ねらいを明確にした授業となるよう指導・援助を行うことができる。
(2)教科の専門性を踏まえて、生徒一人一人に確実に基礎・基本が身に付くよう指導・援助を行うことができる。

評価改善
(1)評価計画に沿って生徒一人一人の学習状況を把握し、次時や次単元の指導を改善することができる。
(2)適切な授業評価を行い、継続的な授業改善を行うとともに、自己の専門性向上に努めることができる。

生徒指導

生徒理解
(1)進んで声をかけ、共に活動をする中で、生徒一人一人のよさや課題を客観的かつ共感的に把握することがで
きる。
(2)生徒の行動とその背景にある思いを把握し、共感的に理解した上で、個に応じた指導を行うことができる。

生徒指導
(1)問題行動等を早期に発見し、学年職員等に相談して迅速に対応することができる。
(2)関係職員と共に生徒の状況を共有し、適切な指導方法を判断して対応することができる。

キャリア教育
(1)生徒一人一人が目標をもち、計画的に取り組むことができるよう指導を行うことができる。
(2)生徒が見通しをもったり振り返ったりして学ぶよう指導を行うなど、教育課程全体を通じてキャリア教育を
推進することができる。

経営・分掌

学年・学校経営
(1)担当する校務の役割を理解し、責任をもって行うことができる。
(2)学校全体を見渡し、課題を改善しながら校務を行うことができる。

連携・
協働

(1)他の教員等のよさに学び、相談・協力することができるとともに、保護者との連絡を密にし、望ましい関係
を築くことができる。
(2)組織の一員として、他の教員等と声をかけ合いながら、協力して取り組むことができる。

危機管理
(1)生徒の安全や個人情報の重要性を理解し、「報告・連絡・相談」を大切にして適切に行動することができる。
(2)事故等の発生時や未然防止について、場面に応じて迅速に行動することができる。

特別な配慮や支援を必要とする生徒への対応

(1)一人一人の障がいの特性や教育的ニーズ等を把握し、ユニバーサルデザインの授業づくりに生かすことがで
きる。
(2)多様性を尊重し共に成長する集団づくりや、一人一人の個性を生かした学びの実現のために工夫改善を行う
ことができる。

ICTや情報・教育データの利活用

(1)授業や校務等にICTを活用でき、生徒の情報モラルを含めた情報活用能力を育成するための授業実践等を行
うことができる。
(2)ICTを効果的に活用した授業実践等を行い、校務の効率化及び生徒の学習や生活の改善を図るため、教育
データを適切に活用することができる。

参考：岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標 改訂版【中学
校】における 【基礎形成期】並びに【資質向上期】（令和3年10月）
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小中連携コーディネータに求められる資質能力（２）

資質・能力カテゴリー 小中連携コーディネータに必要な資質・能力

インストラク
ショナルデザ
イン指導力

インストラクショナルデ
ザイン

研修成果の評価

ワークショップ

(1)自分の学びをデザインすることの必要性について説明できる。
(2)インストラクショナルデザインの第1原理の観点から、現実に役立つ自分の学びを設計できる。
(3)e-Learningにより学修がどのように支援されているかについて、研修以外の学習支援方法を含んで、事例を挙げな
がら説明できる。
(4)研修成果の評価をどのように行うか。研修が目指した学習目標に即して計画を具現化でき、研修の評価・改善を計
画することができる。
(5)研修の学習目標に沿ったワークショップのデザインをすることができる。

教育リソース
(6)全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと共同的な学びの実現にための教育資料のデジタルアーカイブ
の活用について事例を挙げて説明できる。

※ インストラクショナルデザイン指導力：学習成果のエビデンスに基づく効果的な教育実践を幼児教育に普及できる指導力。
※ インストラクショナルデザインとは、「何を（What）できるようにするのか？」を明確にしたうえで、「どうやって（How）できるようにする

のか」をルールに基づいて体系的に考えることにより、効果的・効率的・魅力的な教育プログラムを作成するための方法論。

インストラクショナルデザイン指導力


